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下長官司著『海上運賃の経済分析』 (221) 109 
と中間路から構成されており，海は自然そ白ものであるが，航路は航路標識等によって
人工の手が加えられている。 また，交通シスアムの一部に回然が組み入れられていると
しても，なんら差し支えないのではなかろうか。むしろ，海という自然が海運という交
通システムに入っている所に，海運の特殊性が生じている，とみるべきであろう。な札
著岩は距離概念を軽視する傾向があるが， これは上のような通路の理解と関係があるか
もしれない。
つぎに，著者は，海運自由市場で成立する運賃に考察の対象を限定しているが，他市
場でり需給関係が自由運賃市場に影響を及ぼすのではなかろうか。 とすれば， 自由運賃
市場と他市場との関係も視野の中に取り入れる必要があるだろう。もっとも，この点は，
著者だけでなく海運研究者全体の責任というべきであろう。
最後に，本書は， す Eに指摘した若干D例外は別として，下条民の思考過程がきわめ
て分り易〈丁寧に書かれており もっとももう少しコンハグトに書けるのではないか，
という気がしないでもないが一一高度な内容にも拘らず，非常に読み易い書物であるこ
とを指摘しておきたい。その点で，筆者は，本書が海運人にひろ〈読まれることを希望
するものであり，そのためになんらかの手段がとられる ζ とを期待したい。
